
ふらっぷだより 

ひとりじゃない ・・・  青少年の悩みは「ふらっぷ 」へ  

 
 
 
 
 
 
 
                   
 
                   ・「変わりたい」という思いで勇気を出して「ふらっぷ」

に電話しました。 
・「ふらっぷ」に来て，色々話していく中で不安が少しづ

つ解消してきました。 
・「学びたい」という気持ちが芽生え，４月から学生生活

をスタートさせました。 
 
 

～Мさんからのメッセージ～ 
☆ まず第１歩を踏み出そう 

☆ 自分の新しいチャンネル（交流の輪）を増やそう 

☆ 人の道には「前に向かう道」「後ろに続く道」「横道」もあるよ 
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相談事例を紹介しているふらっぷだよりのバックナンバーをホームページで公開しています。 

ホームページ ふらっぷだより  検 索

回 覧 

 

 

◆青少年の総合相談窓口「ふらっぷ」

 

みない～こ 

◇相談専用電話 ０２８-６３３-３７１５ 
 

◇相談時間   月曜～金曜 午前９時～午後５時 
（但し祝休日，年末年始は除く）

※予約の上お越しください。費用は無料 
※相談内容は厳重に管理されますので， 
外部に漏れることはありません。  

◇所在地 

中央１丁目１番１３号 

中央市民活動センター（中央生涯学習センター）４階

ふらっぷ 

中央市民活動

センター４階 

Мさん 
２０代女性。引越しや転

校を機に不登校となり，高

校中退後，引きこもってい

ましたが・・・ 

 青少年自立支援センター「ふらっぷ」では、ニート・ひきこもり、非行など青少年の悩みごと

の相談をお受けしています。 

自立に向けての悩みは、「就活がうまくいかず落ち込んでいる」「社会に出ていく自信がない」

など様々です。一人ひとり悩みをどう乗り越えるか、相談員と一緒に考えながら、少しずつ歩み

出しています。今回は，４月から学生生活をスタートさせたМさんをご紹介します。 



携帯電話にフィルタリングを！  

新年度を迎え，子どもたちが初めて携帯電話を持

つことが増えます。携帯電話は便利な反面，その使

用の仕方を誤ると，インターネットのゲーム等で予

想外の課金がされたり，個人情報が流出し犯罪被害

にあうなどの危険性のある機器であることを忘れ

てはなりません。 
子どもに携帯電話を持たせる場合には， 契約の

際に各携帯電話会社等のフィルタリングを利用し，

子どもが携帯電話をどのように使っているか，関心

を持って見ていくことが大切です。 

 
 
  

 

平成２８年１１月１９日（土）に東市民活

動センターにおいて，「青少年の非行の現状と

悩みを抱える青少年への対応－対応の現場か

ら－」と題した宇都宮少年鑑別所 所長  
久保講師による講演会を開催しました。 

講演では，少年鑑別所についての説明や，

最近の少年非行・非行少年の特徴，非行の原

因と対策などについてお話しいただきまし

た。 
近年の少年非行の総数については，激減し

ているものの，非行少年の特徴としては，「悪

い集団には入らないが，良い集団への適応も

できにくい」，「反社会的な集団非行から非社

会的な単独非行へ」という傾向にあることを

話されました。 
また，最近の親子関係においては，「正面か

らぶつかり合わず，指導や注意は専門家任せ」

という関係が増加傾向にあるとの指摘もされ

ました。 
さらに，「非行少年への接し方」，「少年非行

の防止に向けて」にも触れ，「接し方」で重要

なことは，少年の問題点ばかりでなく，良い

資質を発見し，評価し，自信や意欲につなげ

ていくことが大切であることや，「防止」に向

けては，先ずは，相手がなぜそう思うのかな

ど，「聞こうとする姿勢」が必要であり，その

うえで，他に適当な考えや，対処方法がない

かなどを「一緒に考えようとする姿勢」が大

切であることを示されました。 
 
身近なところで，子どもたちのためにでき

ることから始めましょう。 

○相談員の横顔 

今回は 「岡本
おかもと

 芳江
よ し え

」さんです。 

 私は主に、いじめや不登校、発達障害に関す

ること等、学校問題の教育相談に携わってきま

した。ふらっぷ 3 年目の現在は産業カウンセラ

ーとして、人間関係がうまく築けない、自立が

なかなかできない等、生き辛さを抱える青少年

からの相談を受けています。 

 まずは、相談者の話に耳を傾け、意思を尊重

し寄り添いながら、相談者が目指す自立に合わ

せて、一緒に考え適切な支援を提供できるよう

努力しています。 

 私は、「誠実に、丁寧に、温かく」をモットー

に、心に寄り添える伴走者となれる相談員を目

指しています。悩みを誰かに話すと気持がラク

になれます。一度、お話してみませんか？（話

せる相手を増やしましょう！） 

 青少年の非行の現状と悩みを抱える青少年への対応 

―対応の現場から― 

～ 非行防止講演会～ 

 


